　生物の進化
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

生き物の仲間関係と歴史を調べよう

セキツイ動物の仲間とそれぞれの共通点を探そう

◎○と×の表をつくろう。子どもと成長したあとで異なる場合は△
	
	魚類
	両生類
	ハチュウ類
	鳥類
	ホニュウ類

	背骨がある
	
	
	
	
	

	肺で呼吸
	
	
	
	
	

	陸でうまれる
	
	
	
	
	

	恒温である
	
	
	
	
	

	胎生である
	
	
	
	
	


◎セキツイ動物の似たもの関係を共通する○の数で数値化してみよう　○＝1点　△＝0.5点
	
	魚類
	両生類
	ハチュウ類
	鳥類

	ホニュウ類
	
	
	
	

	鳥類
	
	
	
	

	ハチュウ類
	
	
	
	

	両生類
	
	
	
	


（縦の仲間と横の仲間が交わっているマスの数字が大きいほど、よく似ているということになる。）

・よく似ている仲間
（


と

　　　　）

・あまり似ていない仲間
（


と

　　　　）

昔からセキツイ動物には5つの仲間がいたのだろうか

☆昔の地層には、魚の化石しかなかったが、（　　　　　　　）地層になるにつれて魚以外の化石の種類が増えている。

　→生き物は子どもが生まれるときに、少しずつ形を変えて変化することができる。その結果何万年もたったときに元の生き物と違う形になっていることがある。この長い年月の変化を（　　　 　　　）（Evolution）という。

◎セキツイ動物の骨格を調べると、人の腕の部分と似た骨格を他の動物にも見ることができる。
◎魚のひれ、カエル・ワニの前足、鳥の翼、哺乳類の前足などは、元は同じ部分であったと考えられる。
◎同じものから変化したと考えられる体の部分を（　　　　　　　　　　器官）という。
→セキツイ動物は、（　　　     　　類）から、だんだんと、ほ乳類まで変化してきたと思われる。

→生物は、共通の（　　祖　　　    　）があって、簡単なものから複雑で多種類のものに変化した。
植物はどうだろうか？
· 植物は、つい昔（３５億年前）は植物といえば藻類ばかりだったが、ここ最近（６０００万年前頃）から種子植物ががんばってきた。
· 植物は、水中生活　→　（　　　　　　　生活）に変化してきた。

生物は、共通の　　　　がいて、長い間に、　　　　　　した。

